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▣時の断面から地域の持続的
文脈を可視化する言語

▣「らしさ」を継承・進化さ
せるためのコミュニケーショ
ンツール

▣自ら造花を並べるのではな
く，人々に種を蒔いてもらう
ための苗床のデザイン

空間コードとは
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❶都市のランドスケープ

▣土地と人の関わりがつくる都市の「不易」

▣「百年の計」を立てる都市計画・土木事業

▣災害に強いしなやかさを生み出す土地利用

【文献】武内和彦『ランドスケープエコロジー』朝倉書店，2006 年．

空間コードの考え方
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❷「らしさ」を編集する人々

▣ランドスケープを舞台とする町の役者

▣地域によって異なる当事者の顔ぶれ

▣関係性の空間を紡ぐ使いこなしの作法

【文献】高村学人『コモンズからの都市再生』ミネルヴァ書房，
2012 年．

空間コードの考え方
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❸視覚が触発するプライド

▣関係性を形や色として体現する景観

▣「それとわかる」眺めをつくる空間構成

▣視覚を通じて育つ都市アイデンティティ

【文献】小浦久子『まとまりの景観デザイン——形の規制誘導か
ら関係性の作法へ』学芸出版社，2008 年．

空間コードの考え方
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道路の対面に土地を取得した企業が、道路を

挟んで運河側の倉庫敷地を一体利用してきた。

そうした空間利用の作法を視覚的に体現する

のが、水路と道路の両側に開口部をもち、水

面上に大きく起重機を張り出させた建築物で

ある。コンテナ化によって商業港の機能が大

規模な埋立地へシフトし、運河に艀
はしけ

が入らな

くなった現在、未来へ向けた選択肢は大きく

3つある。第一に、都市の歴史を画した産業

文化を顕彰する意味で、倉庫建築やクレーン

などの造形を保存すること。第二に、旅客船

を定期運行するなどの方法で、交通路として

の運河の機能を守ること。そして第三に、水

陸の関係性を再解釈し、機能と形態をリノベ

ートすること。本書は、最後にあげた関係性

の再編集を戦略の中心に据えるべきという立

場にたっている。そして、そうした試みは、水

陸の境界に創造力を働かせるアーティスト、

水面を水上スポーツやパフォーマンスの舞台

とする市民グループなどの活動に象徴される

ように、すでに現実のものとなりつつある。

　もちろん、これら3つは必ずしも排他的な

関係にはない。小浦久子が京町家を「イメー

ジ資源」としたように、運河沿いの倉庫・工場

には、中川運河という場所の来歴を伝える強

いイメージ力をもつ建物が少なくない。賃借

契約期間の満了とともにそれらの多くが建て

替えられてゆくなかで、中川運河らしい空間

利用の作法を継承し、新しい建築物へ応用す

るために、少数であっても、直接見て触れる

ことのできる実物が保存されることの意味は

大きい。同様のことは、機能についても言え

る。都心近くに迫る海の玄関口という独特の

設定をいかすならば、中川運河をものづくり

都市・名古屋の情報発信基地へ進化させ、国

内外に向けたイベントの舞台装置として水運

を活用する、といった柔軟な発想もあってよ

いはずだ。

　関係性を空間コードとして解釈し、新しい

可能性へと翻訳することは、過去のカタチを

守ることに比べて、はるかに大きな想像力を

必要とする。しかし、そうした作業は、多様

な主体の発想によって場所の力を鍛錬しつづ

けるプロセスとなることで、都市のプロジェ

クトとしての意味を獲得する。自分を知って

いるからこそ、未来の可能性への信頼が生ま

れる。もちろん、多くの人々がかかわる以上、

予定調和的というより、不確定要素の多いプ

ロセスとなるのは避けられない。あえて「遊

び」のある設定を共有することで、俗都市的

なプロジェクトに欠けている場所の自己成長

力を引き出す。それが空間コードの考え方で

ある。

空間コード研究の組立て

　本書は、空間コードの分析と応用の大きく

2つの内容から成り立っている（図参照）。分析

の中核をなすのは「第Ⅲ部 中川運河の空間コ

ード」を構成する12のコードであるが、この

運河に馴染みのない読者を想定すると、いき

なり個別コードの分析に進むのは無理がある。

そのため、「第Ⅱ部　中川運河を発見する」を
設け、12のコードをA～Cの3ブロックに

大別して各々を概観し、またそれを通じて、

中川運河の基礎知識が得られるよう工夫した。

3つのブロックは、先に空間コードの考え方

を説明した際に提示した着眼点に従って、A 

ランドスケープとしての都市空間、B 関係性

を映し出す景観、C 新しい公共圏の可能性を

第 I部 空間コードとは
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都心と港の間の「郊外」
■交通体系の逆説
 水運の軸からトラック輸送の軸へ

 公共交通から取り残された「半島」

■「青い郊外」の出現
 郊外型の小売・サービス店立地

 運河と結ばれた住工混在地域の形成

C1 名古屋の大静脈
 ̶「水縁」から生まれたビジーな町

〔川口暢子〕

図 1　地下鉄・栄駅を起点とする等時間曲線
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⇑

 これからの中川運河にふさわしい交
通とは？
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「水縁」が紡いだ町
■「よそ者」のフロンティア
 佐久島，篠島，三河，関東 ･･･

 運河に生活の糧を求めた地域共同体

■都心と港を繋ぐ祭り
 祭りを通じた氏子の交流

 仕事場・生活場としての水面

C1 名古屋の大静脈
 ̶「水縁」から生まれたビジーな町

撮影：竹中克行

図 2　上の宮と下の宮の祭り
撮影：内山志保

⇑

 新しい水縁がだれがつくるのか？　
その目標は？
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モザイク化する町
■運河のインフラ機能衰退
 公共物揚場の縮小・放棄

 運河側の扉を閉ざす倉庫

■道路を挟む土地利用変化
 建築敷地に進出する住宅・店舗

 水縁で繋がった町の分解？

C1 名古屋の大静脈
 ̶「水縁」から生まれたビジーな町

N
八熊橋

蜆橋

1959年時点で
立地している
事業者

1967年時点で
立地している
事業者

1967年以降立
地した事業者

【1967年】 【2012年】【1959年】

作成：内山志保

図 3　運河河岸における事業所立地の変遷 ⇑

 道路を挟んだ土地利用の連携を推
進できないか？
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運河の地色を重ねる
■一貫する土地管理システム
 商品化プロセスを免れた土地

 現在に存続する稀有な町中産業

■名古屋のビジーな「大静脈」
 リサイクル，ニッチ，高付加価値・・・

 ものづくり都市・名古屋の底力

C1 名古屋の大静脈
 ̶「水縁」から生まれたビジーな町

作成：内山志保

図 4　中川運河の隣人

⇑

 これからの「大静脈」にふさわしい
経済活動とは？
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A3 人工の自然堤防

B1 運河を挟んで向き合う

B2 インダストリアル空間

C2	 インタラクトする水土

･･･

関連するその他の空間コード
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共創の実践に向けて
―いくつかの選択肢

中
川

運 河
エ

リ
ア

研究テーマに

ビジ
ネス

チャ
ンス

制作の
場所に

行って
みたい

知って
ほしい

住民

企業

アーティスト

大学／研究機関

市民／NPO

▣「らしさ」のデザイン
アイデアの引出しとしての有用性

▣デザイン基準の協議
異なる空間ユニット間の関係調整

▣都市デザインのコンペ
グローバルな発想へのローカル知の統合

▣地域発信の拠点づくり
市民団体の探求活動を支える共通言語

▣行政計画の活用
継続的マネジメントのためのツール

作成：内山志保

川口暢子・竹中克行
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共創の実践に向けて
―新しい公共圏の模索 ▣産官学民の連携組織

都市政策推進のための専門性
地域・社会が認知する代表性
アーバンデザインセンターの実例

▣研究実践として
≪都市コミュニケーション研究所≫

空間コードの方法論の深化
空間コードの表現法の開発
空間コードの有効性の検証

＊動機づけのための基盤知識
＊グローバルフローとの接合
＊研究成果の国際発信

市民／NPO

住民

企業

大学／研究機関

アーティスト

連携組織
専任スタッフ

行政

作成：内山志保
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空間コード研究は，中川運河のなりたちと未来に関心を寄せる異分野交流の
研究プロジェクトとして始まりました。自然の川とも海に開かれた外港とも
異なる雰囲気を肌で感じ，そこでの人々の営みを繙くことで，中川運河の「ら
しさ」を未来に継承したいという思いが私たちの活動を支えてきました。

しかし，都市とは，過去が遺したものを鑑賞する博物館のような場所ではあ
りません。変化しながら深まる個性こそに，生きた町の魅力があります。場
所の来歴から今を生きる人々にとっての資産を見つけ出し，将来に繋ぐこと。
そうした所業は，研究に携わる者だけでなく，町とかかわる意思を有する多
くの人々の発想力をもって成し遂げられるものです。

オープンディスカッションでは，空間コード研究チームが見つけ出した中川
運河の「らしさ」を紹介します。そして，それをヒントとしながら，運河に
主体的にかかわる人たちの間でアイデアを出し合い，これからの中川運河に
ふさわしい使い方とつきあいの作法を見つけ出します。毎回，テーマとスピー
カーを変えながら議論を重ね，中川運河に関心を寄せるすべての人々に向け
て，得られた成果をフィードバックするよう努めていきます。

中川運河オープンディスカッション
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終


